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京都ウオーキングだより          

ＮＰＯ法人 京都府ウオーキング協会 （NPO Kyoto Walking Association） 

〒600-8148  京都市下京区東洞院通り七条上ル飴屋町２４９ 木村ビル２階  

ＫＷＡ事務所 (休日：土・日曜日、祝日と協会指定日)  開所時間：10:00-16:00  

電話：075-353-6464 ファックス：075-352-4600  郵便振替口座：00950-3-78401 

ホームページ  http: // www.kyoto-kwa.com       編集人 西田 猛    

メール連絡は、上記ホームページからアクセス下さい    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報満載のホームページもご利用下さい。 

 

 
ビギナーコース ２月４日（土） ７㌔  

宇治神社のうさぎめぐりと太閤堤
河内の国からこの地へと向かう際、道に迷

った菟道稚郎子命（うじのわきいらつこのみ

こと）の前に一羽のうさぎが現れ、何度も振り

返り安住の地へと先導した伝説により、このう

さぎを「みかえり兎」と呼ばれるようになりまし

た。この地は今の宇治神社にあたり、多くの

うさぎが祀られています。三つ以上のうさぎを

見つけて幸福を呼んでください。宇治神社を経て太閤堤

を訪ね、北上し黄檗山万福寺に至ります。 

受 付： ９：３０～１０：００   

ＪＲ奈良線宇治駅  

ゴール：１２：００頃 ＪＲ黄檗駅 

コース： ＪＲ宇治駅～宇治神社

～お茶と宇治のまち歴史公園

～太閤堤～隼上り窯跡～黄檗

山万福寺～ＪＲ黄檗駅 

天下を取る‼・⾦戒光明寺  ⻑期政権を築く‼・乃⽊神社 東照⼤権現狛⽝めぐり・熊野神社 

神になった三人の天下人・建勲神社

ウサギに逢いたくて 
急ぐので回らずに会いに⾏く・三尾神社

霊⼒を備えた変化の達⼈名物 
キツネめぐり・御⾠狐 

モネ『睡蓮』そっくりさんを⾒に⾏こう・
⼤原野神社鯉沢池 

勝海⾈⽣誕２００年記念・明保野亭

徳川家康シリーズ 天下を取る‼・⻑期政権を築く‼・東昭⼤権現狛⽝めぐり 

滋賀・ポケふためぐり・ギャラドス

みかえり兎 

フォトで巡る２０２３年の話題例会
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月例会のお知らせ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
                   

 

 

特別基地第 209 回   ２月２５日(土) １４㌔ 

「北野天満宮梅花祭」観賞Ｗ 

 

    
菅原道真を祀る北野天満宮では、命日にあた

る２月２５日に梅花祭が行われます。境内では上

七軒の芸舞妓による雅な野点が行われます。咲き

誇る紅白の梅の香りを楽しみましょう。 

２０２２年末の終い天神では、７割まで賑わいが

戻ったとの事で、梅花祭の賑わいは期待できそう

です。  

受 付 ： ９：３０～１０：００  

ＪＲ京都駅中央口駅前広場 

ゴール： １４：３０頃 ＪＲ円町駅 

 

ファミリーコース  ２月１２日（日） １３㌔ 
ちょっと早いバレンタインデー   

徳川家康 ①天下を取る ‼  
天子様の居られる京をどう守る
徳川家康の住まいとして二条城が建てられました。

二条城の傍に、京都所司代を置き、京の都の監視を行

っていました。江戸時代に徳川家から多くの援助を受

けた知恩院や、知恩院と並ぶ浄土宗の七大本山の一

つ金戒光明寺などを訪れます。両寺院とも軍事的な拠

点から洛中や大山崎、淀川まで西から攻めてくる敵を

見渡せる城郭寺院として有名です。 

受付時にはちょっと早いバレンタインデーとして、チョ

コレートのプレゼントもあります。 

ファミリ-コース ２月２６日(日) １１㌔ 

霊力をそなえた変化の達人 

名物キツネめぐり ［総会ウオーク］

  京都には、キツネが祀られた稲荷神社が数多くあ

ります。今回は、霊力をそなえた変化の達人である

「名物キツネ」が祀られた神社を選んでめぐります。 

地下鉄・鞍馬口駅を出発。「京の風流狐は碁の好

きな宗旦狐（相国寺）と、琴の上手な御辰狐（御辰稲

荷神社）」と歌われた神社を順に巡ります。さらに、平

安時代の刀匠、三条小鍛冶宗近が稲荷大社に祈願

し、狐とともに宝剣小狐丸を打ちあげたという逸話の

ある合槌稲荷神社、命婦が五位相当の女官で稲荷

神のお使いである狐（きつね）がこの官位を授かった

ことから「命婦」の名前が付けられたという命婦稲荷社

を参ります。狐に化かされない強い心眼をもって、

ウオークに参加しましょう。  

受付： ９：３０～１０：００ 地下鉄・鞍馬口駅 

ゴール： １４：００頃 ＪＲ京都駅 

コース： 地下鉄・鞍馬口駅～宗旦狐・相国寺

～御辰稲荷神社～合槌稲荷神社～八坂神

社（玉光稲荷社、命婦稲荷社、刃物社）～五

条公園（ゴール）～ＪＲ京都駅 

参加費： 

 会  員 無料 

 他協会 ３００円 

 一  般 ５００円 

 

  

受 付 ： ９：３０～１０：００  

ＪＲ京都駅中央口駅前広場  

ゴール： ＪＲ二条駅  １４：００頃 

コース： ＪＲ京都駅～東本願寺～知恩院（城郭

寺院）～金戒光明寺（城郭寺院）・幕末松平

容保率いる松平藩の本陣～京都御苑～京都

 

コ ー ス ： ＪＲ京都駅～鴨川河川敷～荒神橋～

京都御苑～翔鸞児童公園～北野天満宮～

ＪＲ円町駅 

参加費： ３００円 

宗旦狐（相国寺） 

白梅が映える

 月例会のお知らせ 

所司代跡～二条

城～ＪＲ二条駅 

 

    

唐門(二条城)

この印はＪＲふれあいハイキングの対象です。 
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 健脚コース    

京の三山めぐり  

日   時 ： １２月１８日（日）  晴れ 

参加人数： １１７名  距 離 ： １５㌔ 

担   当 ： 西田リーダー  

 寒風が吹き抜けるＪＲ花園駅で、受付を終え

て出発しました。名残の紅葉が残る双ヶ岡の山

麓を巡り、仁和寺前から、きぬかけの路を進みま

した。歩いても歩いても中々温まりませんでし

た。金閣寺前から北大路を東に進み、船岡山に

登りました。寒いからか船岡山公園は閑散として

いました。建勲神社の鳥居を見て東に進み、扇

町公園で休憩しました。すっかり散ってしまった

堀川通りの銀杏並木を見ながら、今出川通りを

進み、鴨川を渡ると、うっすら雪を被った比叡山

  ファミリーコース    

明智光秀③  光秀の最期  
日   時 ： １２月４日（日）  晴れ 

参加人数： ２７６名  距離 ： １４㌔ 

担   当 ： 中川リーダー 
コロナ禍で延期の２０２０年のシリーズウオーク

「明智光秀」もこれで完結です。 

曇り空のＪＲ六地蔵駅を出発。山科川右岸を

北に向いました。民家の間を抜け、明智藪に到

着。山崎合戦で敗走中、落ち武者狩りに遭い最

期を遂げた地です。光秀の胴塚を見て山科中

央公園で昼食休憩後、旧東海道を喘ぎながら

登り白川にある、光秀の首塚を最後に訪れまし

 

例会の活動報告 

た。首塚の入り口の

和菓子屋の光秀饅

頭 が 売 り 切 れ ま し

た。三条通に戻り、

地下鉄・東山駅にゴ

ールしました。    

  

職者慰霊碑を訪れまし

た。黒谷を更に下り、市

南部を一望、途中にア

フ ロ ヘ ア 風 の 仏 を 拝

み、平安神宮にゴール

しました。 

ビギナーコース    

神社と孔雀と逆さ戌 
日   時 ： １２月１０日（土）  晴れ 

参加人数： ６１名  距離 ： ７㌔ 

担   当 ： 依田リーダー 

出町柳駅前に多数のウオーカーが参集、久しぶ

りの団体ウオーク方式で出発、田中神社に至りまし

た。関西地区では田中姓が最多人口であり、この神

社が大きく関与しているとも言われています。名物

「孔雀」の優美な羽の展開は見られませんでした。

白川疏水遊歩道を南下、名残りもみじが日の光

を透かして輝いておりました。 真如堂に至り、境内

はすっかり晩秋の気配で、黒谷側に下り、会津藩殉

 

 

寒さも緩み、やっと賑

やかさが戻った弘法市

に、参加者は楽しまれて

いまました。 

 
    

を仰見て寒さを感じま

した。最後に吉田山

に登り昼食をとり、岡

崎公園にゴールしま

した。寒いウオークで

した。 

特別基地第２０７回  

「東寺終い弘法」ウオーク 
日   時 ： １２月２１日（水）  曇り 

参加人数： １６８名  距 離 ： １０㌔ 

担   当 ： 福島リーダー  

昨年まではコロナ禍で寂しい弘法市でしたが、今

年は期待を込めて、ＪＲ京都駅を出発し西寺跡に到

着し、各自 IVV を得て、東寺の弘法市に向かいまし

た。先ず多くの参拝客であふれている光景が目に

飛び込んできました。多くの出店が並び、歩くのに

苦労する昔の風情を思い出しました。出店ご主人に

よると、７割まで賑やかさが戻ってきたとの事。長い

行列が出来ている出店が目立ち、ウオーク参加者

の中には、お目当てのお店で袋一杯の品物を購入

していました。弘法さんの像にお参りし、本堂で厄

払いを祈り、正月商品を色々探しておられました。 

出店の賑わい 

田中神社を詣でる光秀の胴塚 

吉田山三角点 
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お知らせ      

令和５年度 通常総会のお知らせ  
日 時： ２月２７日（日）  １４：００ごろ開始    

会 場： ひと・まち交流館 京都  （075-354-8711） 

 

観にウオーク 世界遺産３ヶ所巡り  
日 時 ： ２月２３日（祝・木） 

受 付 ： ９：３０～１０：００  ＪＲ花園駅   

ゴール： ＪＲ西大路駅  

コース： ＪＲ花園駅～仁和寺～龍安寺～等持院～きぬかけの路～金閣寺～平野神社～ＪＲ西大路駅 

距 離 ： ９㌔ 

参加費： 参加費 ３００円  拝観料（龍安寺５００円 金閣寺４００円） 

     

第１１１回ふれあいウオーキング教室 
 日 時： ２０２３年２月１６日（木） 

 集 合： ９：３０  集合場所： ＪＲ京都駅中央口駅前広場 

 教 室： NPO 法人京都府ウオーキング協会事務所など     受講費： １０００円 

 申込先： NPO 法人京都府ウオーキング協会 電話：075-353-6464 ファックス：075-352-4600 

 ※受講希望者は、２月９日（一週間前）までに協会事務局にお申込みください。 

 

  

 

会員を増やそう！ 

一緒に歩く仲間を一人でも増やすことが、 

ＫＷＡの健全な運営に必要です。お友達やご

近所の方に声を掛けましょう。 

会員数 ４１５名 （１２月２５日現在） 

あとがき  

明けましておめでとうございます。飛躍の卯年と言われますが、数

年悩まされてきた疫病の退散に大きく飛躍する年であってほしいで

すね。本年も楽しく元気でウオークしましょう。ファイト！    

                ≪編集 阿部・中川･西田≫ 

 
例会の活動報告 

 

 

 

 

ファミリーコース 京の文学散歩   
日   時 ： １２月２５日（日）  晴れ 
参加人数： ２６１名  距 離 ： １４㌔ 

担   当 ： 森 リーダー  
   
天気も良く、今年最後のウオークということもあり

京都駅前に長い列ができ、久々に２００人を超す参

加を頂きました。著明な作家が、京都を舞台にして

いた名作文学の跡を訪ねる旅で、配布されたウオ

ーキング地図とにらめっこし、作品の面影を想像し

ながら歩きました。 

川端康成の「古都」に描かれた八坂神社、来年

の干支のかわいい「兎」の像のある大国主命社ま

えで、癒しを貰いました。夏目漱石の「虞美人草」

で描かれた円山公園では、見事に再生された「し

だれ桜」、春の見事な開花をたのしみにして歩を進

めました。谷崎潤一郎の「細雪」で述べられた平安

神宮前を過ぎ、西田幾太郎思索の道・哲学の道

に向かいました。日当たりの良いベンチで、年配

の参加者が、西田幾太郎にあやかって、日光浴

しながら瞑想にふけっているように見えました。 

人通りの少ない道を黙々と進み、南田児童

公園に到着し、昼食休憩をとりました。万城目

学、森見登美彦、花村萬月達によって、描か

れた広い「京大」の敷地を横に見て、荒神橋、

川端通りを経て、高瀬川に至りました。一ノ舟

入に展示されている高瀬舟を見学しながら森

哲学の道を進む

鴎外（高瀬舟）を思い浮か

べ、ゴールしました。平安

時代の源氏物語から始ま

り今日まで京に息づく、文

学の息吹を感じて帰路に

着きました。 


